
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国

■
位
置

　

ラ
オ
ス
は
イ
ン
ド
シ
ナ

半
島
に
位
置
し
、
中
国
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
そ
し
て
ベ
ト

ナ
ム
と
国
境
を
接
し
て
い
ま
す
。
内
陸
国

で
、
国
土
の
70
％
が
山
岳
地
帯
で
す
が
、

タ
イ
と
の
国
境
に
メ
コ
ン
川
が
流
れ
て
い

る
た
め
、
米
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

▼
首
都
＝
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン　

▼
人
口
＝
約

５
５
２
・
６
万
人　

▼
面
積
＝
24
万
㎢

■
社
会

　

ま
だ
近
代
化
さ
れ
て
い
な
い
ラ
オ
ス
へ

は
、
特
に
教
育
面
で
、
日
本
を
含
め
多
く

の
国
・
民
間
団
体
が
学
校
建
設
な
ど
の
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊジ
ャ
イＩ
ＣカＡ

（
国
際
協
力
機
構
）
の
農
業
研
修
に
お
い

て
は
、
ラ
オ
ス
か
ら
も
研
修
員
と
し
て
多

く
の
方
が
田
原
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

■
宗
教

　

８
世
紀
に
伝
え
ら
れ
た
仏
教
が
国
教
で

す
。
現
在
で
も
、
約
90
％
が
仏
教
を
信
仰

し
て
お
り
、
ラ
オ
ス
人
の
く
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

女
性
は
毎
朝
僧
侶
に
喜き

捨し
ゃ

を
し
、
男
性
は

生
涯
に
一
度
、
１
〜
２
週
間
程
度
の
出
家

を
し
ま
す
。
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今回は、『愛・地球博』の参加国で
田原市のフレンドシップ国である
ラオスについて詳しくご紹介します

▼企画課5２３局３５０７

愛
知
万
博
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
東
三
河
２
０
０
４

　
『
愛
・
地
球
博
』

の
開
幕
を
来
春
に
控

え
、
東
三
河
地
域
の

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
対

象
国
25
カ
国
の
人
々

と
、
東
三
河
地
域
の

人
々
が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深
め
万
博
の
開

催
を
世
界
に
発
信
し
ま
す
。

テ
ー
マ
◎「
愛
知
万
博
」と
望
ま
し
い
国
際
交
流

▼
と
き
＝
９
月
24
日
（
金
）
午
後
３
時
〜
５
時

▼
と
こ
ろ
＝
豊
橋
市
総
合
体
育
館
（
豊
橋
市
神

野
新
田
町
字
メ
ノ
割
１
の
３
）

▼
募
集
人
数
＝
約
８
０
０
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
出
席
予
定
者
＝
特
別
ゲ
ス
ト
・
豊と
よ

田だ

章し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

氏
（
在
名
古
屋
コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
名
誉
総

領
事
）
／
司
会
・
山や
ま

根ね

一か
ず

眞ま

氏
（「
愛
知
万
博
」

愛
知
県
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
作
家
）

▼
申
し
込
み
＝
９
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
官
製

ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
郵
送

▼
東
三
河
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
推
進
協
議

会
事
務
局
（
〒
４
４
０
ー
８
５
０
１　

豊
橋

市
今
橋
町
１
）

　

5
（
０
５
３
２
）
51
局
２
１
８
３

山根一眞さん

中華人民共和国

タイ

ビエン
チャン

カンボジア

ベ
ト
ナ
ム

ミャンマー




